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①
防
災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル

方
式
へ
更
新
し
た
が
、
配

布
率
が
69
％
と
低
く
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
問
う
。

②
消
防
団
員
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。
訓
練
や
現
場
活
動
は
、
大
変

な
任
務
で
あ
り
、
組
織
形
成
の
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
（
村
田　
定
議
員
）

①
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が
で

き
ず
、
活
動
が
停
滞
す
る

問
題
を
自
治
会
が
抱
え
て
い
る
。

今
後
の
自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い

て
問
う
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
支
援

補
助
金
に
よ
り
元
隊
員
は
活
動
し

て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
支
援
は
で

き
な
い
か
。

③
愛
荘
町
は
、
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
が
、
関
西
で
２
番
目
に

少
な
い
が
、
要
因
・
分
析
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
（
村
西　
作
雄
議
員
）

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
創

造
事
業
で
人
流
調
査
を
し

た
内
容
、場
所
、箇
所
数
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
（
森
野　
隆
議
員
）

移
住
・
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
は
随
時
更
新
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
効
果
に
つ
い

て
問
う
。　
（
河
村　
善
一
議
員
）

湖
東
定
住
自
立
圏
の
第
２

期
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
終
了

し
た
が
、
そ
の
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

（
西
澤　
桂
一
議
員
）

①
令
和
２
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
問
う
。

②
庁
舎
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
設

計
業
務
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

（
瀧　
す
み
江
議
員
）

①
集
合
住
宅
へ
の
配
布
が
伸
び
悩

ん
で
お
り
、
所
有
者
を
通
じ
て
の

配
布
を
検
討
す
る
。
全
世
帯
へ
の

配
布
に
向
け
引
続
き
啓
発
に
努
め

る
。

②
昨
今
の
勤
務
形
態
の
変
化
等
に

よ
り
全
国
的
に
団
員
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
消
防
活
動
は
、
常
に
危

険
が
伴
う
こ
と
か
ら
地
域
を
含
め

①
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
正
規
職
員

に
近
い
形
で
あ
り
、
社
会
保
障
制

度
等
の
充
実
に
よ
り
、
雇
用
の
安

定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
デ
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、
公
募
が
遅
く
な
る

と
人
材
が
他
市
町
に
採
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

②
建
築
確
認
の
結
果
を
待
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
工
期
は
９
月

以
降
で
あ
る
。

　

企
業
の
動
画
を
掲
載
す
る
等
本

町
を
近
く
に
感
じ
る
サ
イ
ト
に
し

た
。
公
開
は
今
年
度
か
ら
で
あ
り

今
後
状
況
を
把
握
し
、
分
析
し
て

い
く
。

　

各
部
会
に
よ
り
Ｋ
Ｐ
Ｉ
評
価
を

実
施
し
て
い
る
。
愛
の
り
タ
ク
シ

ー
も
湖
東
定
住
自
立
圏
で
実
施
し

て
い
る
事
業
で
あ
り
、
公
共
交
通

の
利
用
し
や
す
い
形
を
進
め
て
い

る
。

　

町
内
の
人
や
車
の
動
き
を
可
視

化
す
る
た
め
に
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
パ
ケ

ッ
ト
セ
ン
サ
ー
を
湖
東
三
山
館
や

ふ
れ
あ
い
本
陣
等
11
箇
所
に
設
置

し
た
。

①
自
治
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
地
域

総
務
部
門

産
業
建
設
部
門

問

問 問

問問

問

答

答

答答

答答

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

デジタル方式の防災無線観光周遊ルートパンフレット

豊国道近江鉄道踏切（市地先） 町道愛知川栗田線

①
経
常
収
支
比
率
の
動
向

が
、
令
和
２
年
度
91
．９

％
で
、
平
成
29
年
度
98
．４
％
で

あ
る
。そ
の
要
因
に
つ
い
て
問
う
。

②
実
質
収
支
額
が
約
４
億
円
あ

り
、
こ
の
財
源
を
命
と
暮
ら
し
を

守
る
単
独
事
業
に
回
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
問
う
。

（
辰
己　
保
議
員
）

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ
の

観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
活
用
方
法
、

周
知
方
法
を
問
う
。

②
町
民
が
本
町
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
も
ら
う
施
策
に
つ
い
て
問

う
。　
　
　
（
村
西　
作
雄
議
員
）

①
町
道
愛
知
川
栗
田
線

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

②
豊
国
道
踏
切
の
協
議
状
況
に
つ

い
て
問
う
。　
（
辰
己　
保
議
員
）

①
平
成
29
年
度
は
、
普
通
交
付
税

と
税
収
入
が
低
く
悪
化
し
て
い

た
。
令
和
２
年
度
は
、
普
通
交
付

税
収
入
増
加
や
合
併
振
興
基
金
を

取
崩
し
活
用
し
た
こ
と
で
経
常
収

支
比
率
が
改
善
し
た
。

（
町
長
）

②
実
態
と
し
て
、
予
算
と
決
算
が

同
額
に
な
ら
な
い
。
実
質
収
支
額

４
億
円
を
他
事
業
に
回
す
と
い
う

課
題
意
識
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

①
町
内
の
資
源
を
有
機
的
に
連
携

さ
せ
、
魅
力
向
上
を
実
現
す
る
た

め
、
観
光
周
遊
プ
ラ
ン
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
11
月
頃
実
施

し
、
参
加
者
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
積

極
的
な
発
信
を
行
っ
て
い
た
だ

く
。

②
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

協
会
と
連
携
し
、
宇
曽
川
ダ
ム
周

辺
マ
ッ
プ
、
中
山
道
周
辺
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
町
民
対
象
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
魅
力
の
再
発
見
や
愛

着
を
感
じ
て
も
ら
う
。

①
用
地
交
渉
を
中
心
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
年
度
以
降

も
計
画
ど
お
り
進
め
て
い
く
。

②
道
路
拡
幅
は
県
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
踏
切
の
拡
張
に
つ
い
て
も

近
江
鉄
道
と
協
議
さ
れ
て
い
る
。

問

問

問

答

答答

（
経
営
戦
略
課
員
）

（
商
工
観
光
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

＊抜粋・要約

　令和２年度一般会計決算は、９月２日に上程され予算・決算特別委員会に付託された。それぞれ、総務・
産業建設・民生・教育の分野ごとの小委員会により詳細な説明をうけ、16日に予算・決算特別委員会を
開催し全体の質疑を行った。また、24日の本会議で委員会の審査結果報告を受け採決を行った。
　予算・決算特別委員会（委員長　竹中　秀夫）における主な質疑は次のとおり。

令和２年度一般会計決算令和２年度一般会計決算
とことんチェック！とことんチェック！

令和２年度一般会計決算
とことんチェック！

団
結
を
高
め
て
い
る
。
今
後
も
、

団
員
の
加
入
促
進
と
充
実
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

の
実
情
を
う
か
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
見
合
っ
た
手
法
に
よ

り
、活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

②
元
隊
員
に
対
し
て
は
、
様
々
な

関
係
を
も
ち
な
が
ら
地
域
の
情
報

提
供
等
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

③
本
町
が
少
な
い
要
因
は
、
民
間

セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
が
多

く
、
行
政
主
体
の
ご
み
処
理
量
が

減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ご
み
分
別
の
徹
底
等
住

民
意
識
が
高
い
こ
と
が
要
因
と
考

え
る
。


